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1968年に Bogoch はヒト glioma 、わよび Tay- Sachs 症候群の脳に特徴的に増量している酸性糖
蛋白 (10B 蛋白)の存在を報告したが、その組織学的分布についてはまったく知られていない。
私は、さきに10B 蛋白がヒトglioma において reactive astrocyte に局在することを示唆する結果
をえて報告したが、さらに正常脳、および glioma における 10B 蛋白の局在について免疫組織学的検
討をすすめ、 10B 蛋白の astrocyte 特異性を立証するとともに、 glioma cell との関連を明らかにし
ようと試みた。
〔実験方法〕
10B 蛋白抗原、および抗体: Tay-Sachs 症候群の脳より抽出した10B 蛋白にたいする家兎抗血清
より y-globulin (48. 5mg protein/ml)を硫安分画し、蛍光抗体法にはその100~200倍稀釈液を用い
た。 (Dr . Samuel Bogoch より抗血清の提供をうけたJ
また、ヒト glioma およびマウス、ラットの glioma 移植脳より Bogoch の方法に準じて10B 蛋白の
抽出、分画を行ない、テスト抗原として使用するとともに、 adjuvant を併用することなく家兎に筋注
し抗血清をえた。
脳腫蕩: 20回の手術から 30片の組織材料をえたが、 meningioma 2 例、 schwannoma 2 例をのぞい
て他はすべて glioma であった。新鮮材料を直ちに冷95%エタノールにて固定し、以下 Sainte-
Mar・ rle の方法にしたがってパラフイン切片を作製し、蛍光抗体法、および組織学的検討に供した。
正常組織 :C3H マウス、むよび Wister ラットより正常脳、肝、腎、牌をとり、同様にしてパラ
フイン切片を作製した。
蛍光抗体法: Tay -Sachs 10B 蛋白にたいする家兎抗体(対照群には等濃度の正常家兎血清 y­
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1. ヒト glioma において抗10B 蛋白抗体により蛍光抗体染色された細胞は、その特長ある形態か
ら astrocyte であることは明白である。 Astrocyte の核は染まらず、原形質はその微細なる突起
の末梢にいたるまで明瞭に染められた。その染色像は鍍銀染色に似ていて、他の染色法によって
は普通みられないものである。
2. Glioma では例外なく 10B 蛋白をもっ細胞が存在したが、 astrocyte の存在しない meningioma 、
schwannoma にはまったく認められなかった。また glioma でも、基質は勿論のこと、 neuron や、
astrocyte 以外の glia細胞には10B 蛋白は認められなかった。
3. Glioma において、原形質の肥大したいわゆる reactive astrocyte や、組織学的に良性な
astrocytoma cell に 10B 蛋白は豊富に存在したが、核の異型性の著しい astroblastoma cell 
には10B 蛋白は認められなかった。
4. Gel diffusion にて Tay-Sachs 抗原にたいする家兎抗10B 蛋白抗体は、ヒト glioma 抗原のほ
かに、マウス、ラットの10B 蛋白とも反応してそれぞれ 1 本の沈降線を作り、これらの抗原の聞
に partial identity のあることをしめした。
5. マウス、ラットの全脳切片を用いて、正常脳における 10B 蛋白の分布を調べた結果、 10B 蛋白





行ない、 glioma に著しく多い10B 蛋白の組織学的分布を検討した結果、 10B 蛋白(の主成分)は
astrocyte の原形質に限って存在する細胞特異抗原であることが明らかにされた。 10B 蛋白は悪性腫
掛田胞 (astroblastoma cell) には認められない。
10B 蛋白は元来、複数の成分をふくむ蛋自分画の名称、であるので、この特異な蛋白成分をとくに、
as trop ro tein とよぶことを提:唱したしミ。
論文の審査結果の要旨
本論文は、 glioma組織に著しく多い 1 酸性蛋白が、 astrocyte の原形質に特異的に局在することを
免疫組織学的に証明したものである。脳の臓器特異抗原に関する研究は近年とみに盛んで、あるが、
astrocyte 特異抗原を証明したのは本研究が最初であって、その価値は大きし::)0
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